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８
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
、

真
夏
を
思
わ
せ
る
気
温
と
快
晴
の

中
、鷹
栖
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
演
奏
に

よ
り「
第
９
回
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

総
合
司
会
に
は
、ラ
ジ
オ
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
各
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
旭
川
市
出
身

の「
林
ゆ
か
り
」さ
ん
を
お
招
き
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
前
で
は
地

元
小
中
学
生
の
子
供
達
で
構
成
さ

れ
る
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
、「
ブ
ラ

ウ
セ
ル
ン
＆
フ
ァ
ン
キ
ー
デ
ィ
ー

ヴ
ァ
」
に
よ
る
元
気
あ
ふ
れ
る
は

つ
ら
つ
と
し
た
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
来
場
者
か
ら
熱
い
拍
手
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
検
査
場
前
の
会
場
で
は
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
毎
年
恒

例
の
「
巨
大
押
し
寿
司
ア
ー
ト
づ

く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

60
区
画
に
分
か
れ
た
「
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
２
０
１
７
」
の
デ
ザ
イ
ン

を
基
に
緑
色
に
は
「
野
沢
菜
」、
白

色
に
は
「
卵
白
」、
黄
色
に
は
「
卵

の
黄
身
」、
紫
色
に
は
「
き
ざ
み
昆

布
」、
赤
色
に
は
「
紅
し
ょ
う
が
」、

橙
色
に
は
「
山
ご
ぼ
う
」
を
使
用

し
て
、
原
図
を
見
な
が
ら
親
子
や

友
人
同
士
で
協
力
し
な
が
ら
パ
ー

ツ
を
作
り
あ
げ
、
出
来
上
が
っ
た

押
し
寿
司
を
組
み
合
わ
せ
、
た
て

２
１
０
㎝
×
よ
こ
72
㎝
の
巨
大
押

し
寿
司
ア
ー
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

協
力
し
て
作
っ
た
押
し
寿
司
に
会

場
の
皆
さ
ん
か
ら
は
拍
手
が
沸
き

あ
が
り
、
参
加
者
は
完
成
し
た
押

し
寿
司
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
し
、

そ
の
後
、
押
し
寿
司
を
切
り
分
け
、

会
場
の
皆
さ
ん
に
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
は
、
子
供
た
ち
向
け

の
企
画
と
し
て
１
０
０
馬
力
を
超

え
る
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
小
型
ト

ラ
ク
タ
ー
を
展
示
し
運
転
席
に

乗
っ
て
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
普

段
見
る
こ
と
の
な
い
大
き
な
機
械

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は

毎
年
大
好
評
の
「
動
物
ふ
れ
あ
い

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
置
し
、
可

愛
い
ミ
ニ
ブ
タ
や
ウ
サ
ギ
や
ポ

ニ
ー
た
ち
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
、
子
供
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ

い
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
東
鷹
栖
農
民

連
盟
に
よ
る
「
〇
×
ク
イ
ズ
」
が

行
わ
れ
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
関
す

る
問
題
な
ど
が
出
題
さ
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
一
問
一
問
考
え
な

が
ら
回
答
し
、
正
解
が
発
表
さ
れ

る
と
た
め
息
や
歓
声
が
沸
き
あ
が

り
、
最
後
に
残
っ
た
方
に
は
商
品

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
豊
作

祈
願
の
餅
ま
き
大
会
」
で
は
、「
子

供
の
部
」
と
「
大
人
の
部
」
に
分

か
れ
て
実
施
さ
れ
、
大
勢
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
ミ
ス
北
海
道
米
も

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
約
２
俵
分

の
も
ち
米
を
使
用
し
た
紅
白
も
ち

や
お
菓
子
な
ど
が
盛
大
に
ま
か
れ

ま
し
た
。

　

も
ち
ま
き
終
了
後
に
は
、
３
組

の
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、

今
年
も
夫
婦
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ユ
ニ
ッ
ト
「
か
の
ん
ぷ
♪
」
を
お

招
き
し
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
組
目
に
は
旭
川
市
出

身
で
道
内
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー「
児

玉
梨
奈
」
さ
ん
の
元
気
あ
ふ
れ
る

素
敵
な
歌
声
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

３
組
目
に
は
、
２
年
連
続
津
軽

三
味
線
日
本
一
に
輝
い
た
「
菅
野

優
斗
」
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
響
き

渡
る
津
軽
三
味
線
の
音
色
に
ス

テ
ー
ジ
前
に
は
老
若
男
女
問
わ
ず
、

幅
広
い
方
達
が
集
ま
り
日
本
一
の

演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
終
了
後
は
実

力
派
団
体
「
旭
川
北
の
大
地
」
と

「
遨
～
す
さ
び
～
＆
光
一
天
」
の
２

組
に
よ
る
迫
力
あ
る
「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」
も
披
露
さ
れ
、

日
没
頃
に
は
、永
山
屯
山
（
み
や
ま
）

太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
巨
大
な
行

燈
が
登
場
し
ま
し
た
。
日
没
と
同

時
に
は
会
場
も
き
れ
い
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の

動
物
た
ち
が
色
鮮
や
か
に
写
し
だ

さ
れ
、
来
場
者
た
ち
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
と
な
る
毎
年

恒
例
の
た
い
せ
つ
大
抽
選
会
で
は

豪
華
景
品
が
用
意
さ
れ
、
景
品
を

楽
し
み
に
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広

が
る
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、「
第

９
回
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
、

盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
盛
大
に
田
ん
ぼ
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝

と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

ご
来
場
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

 第９回田んぼアート�フェスティバル開催！
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鷹栖中学校吹奏楽部

遨～すさび～＆光一天屯山太鼓

菅野優斗さん

ブラウセルン＆ファンキーディーヴァ

かのんぷ♪

児玉梨奈さん

 第９回田んぼアート�フェスティバル開催！
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水稲編
◆適期収穫に向けて！

１ 籾の熟色での判断 
　成熟期に近づくと、籾の黄化は晴天の日で１日あたり３％程度進みます。遅れ穂を除いた
籾の90～95％が黄化した時期が成熟期（刈取時期）です。

たいせつ
なここがポイント

ＪＡたいせつ営農部　農産販売課

１ 小 麦

◆秋播き小麦のは種準備
①は種前に心土破砕・サブソイラ等の排水対策を実施し、は種適期を逃さないようにしましょ
う。（表－1）
表－1

品種 は種適期 は種量 基肥（窒素成分量）
きたほなみ ９月12～18日 ５～７㎏ /10ａ ４㎏ /10ａ

　刈り取り時期が遅れると、品質や製品歩留まりの低下につながります。収穫前に下見検査などで玄米の状況を
十分に確認し、高品質米が出荷できるよう適期刈取りに努めましょう。

２ 玄米サンプルによる判定
　整粒歩合80％以上を目標として収穫日を予測します。整粒60％以上の稲の場合、晴れの日で１日当り２％程
度の青米が整粒になると判断します。ほ場の生育差が大きい場合には、１回だけの判定では困難なので再度玄米判
定を行います。また、判定の結果刈取適期が１週間以上先の場合も再度玄米判定をして下さい。

◆次年度に向けてのほ場準備
　この時期からの準備が次年度の品質や収量に大きく影響します。本年度の反省を踏まえ、次年度に向けてほ場の
準備を始めましょう。

１ 適正な稲わら処理 
　排水不良田では水田外に搬出し、堆肥化して水田に還元しましょう。また、稲わらのほ場焼却に伴う煙は、環境
汚染や道路交通障害、健康被害の要因となるばかりか、産地の評価を低下させる大きな原因となります。焼却は絶
対に行わず、堆肥等に活用しましょう。

２ 稲わらの鋤き込み
　鋤き込みは透排水の良好な水田のみとし、実施する場合は収穫後なるべく早い時期
に行いましょう。鋤き込む深さは極浅くし（５㎝程度）、土と良く混和して下さい。水
田内に稲わらを放置しておくと、水田の乾燥不良や土壌還元（ワキ）の発生原因となり、
初期茎数が十分に確保できなくなってしまいます。また、ケイ酸の吸収が阻害される
など食味低下の原因にもなります。

３ 透排水の改善
　収穫後、ほ場内に滞水があると来年の春作業が遅れるとともに、肥料の効きも悪く
なりますので、溝切りを実施して透排水性改善を図りましょう。また、苗床や水田の
土壌診断を実施しましょう。

畑作編

②連作障害や雑草の繁茂により収量に大きな影響を与えることから、耕起前に必ず雑草処理を行いましょう。
　（表－２）
表－２

除草剤名 使用量（10ａ） 使用時期 安全使用基準 対象雑草
ラウンドアップ／マックスロード 200～ 500ml 耕起前まで ３回以内 イネ科雑草

・
広葉雑草

タッチダウン iQ 500～ 1,000ml 耕起 3日以前 １回
クサトリキング 250～ 500ml 耕起前まで ３回以内

③秋まき小麦作付予定ほ場では、pHを測定確認して土壌改良しましょう。目標 pHは６. ０です。
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たいせつ
なここがポイント

２  大　豆

◆収穫作業に向けて
　まもなく大豆の収穫作業が始まります。子実や茎水分の状況を把握し、適期収穫に努めましょう。
◇刈取り時期の目安（子実水分20％以下・茎水分40％以下から収穫）
①熟莢80～90％で収穫しましょう。但し汚粒原因のわい化病株、雑草は必ず抜き取りましょう。
②収穫時期が遅れると裂皮、色あせをおこし、品質低下の原因となりますので、適期収穫を心がけましょう。

◆春小麦後の秋播きは種について
　春まき小麦の野良生えが懸念される為、プラウ耕により種子を埋没させるか、ロータリー耕を行って発芽させた後
にもう一度ロータリー耕を行って処理するなど、収穫後の処理を確実に行いましょう。

なまぐさ黒穂病の発生にご注意を！

発生を抑えるための対策

�～なまぐさ黒穂病とは？～
　小麦の子実内に茶褐色の胞子が充満し生臭い異臭を発生させる病害で、ここ数年で発生地域・件数とも急速に拡大してい
ます。収穫作業などで健全な子実に胞子が付着すると、異臭麦となって品質を著しく低下させることから民間流通麦として
取り扱うことができなくなります。
１. 発病穂・子実の特徴
　発病穂は出穂期以降に健全穂と比較して草丈がやや短くなる傾向があり、ひとつの株の中に健全穂と発病穂が混在します。
乳熟後期頃から子房が茶褐色の粉状物（カビの胞子）で満たされて子実が肥大化し、小穂の並びが乱れて穂の外観がいびつ
になります。また、健全子実の細長い形状と比較して丸みを帯びた球状になります。

①�は種時の土壌水分が高く、地温15度以下の比較的低い温度で感染しやすくなります。遅まきであるほど発生の
危険性が高まりますので、適期は種を実施しましょう。

②�排水対策の実施や土壌 pHの改良を実施するとともに、深播きを避けて出芽を停滞させないことも重要です。
③�小麦の連作が発生の大きな要因となっている可能性があります。計画的な輪作を実施しましょう。
④�種子伝染の発生を抑えるために種子消毒の実施を検討しましょう。
≪なまぐさ黒穂病に対する主な登録薬剤≫

薬剤名 使用量 使用時期 使用方法
ベンレートTコート 乾燥種子重量の0.5% 播種前 種子粉衣
ベフラン液剤25 1,000～ 2,000倍液 播種前 10～30分間 種子浸漬
チルト乳剤25 750倍 60～ 150ℓ /10ａ 1～ 3葉期（根雪前まで） 茎葉散布

２. 伝染経路と発病後の対応
　なまぐさ黒穂病の感染経路は「土壌伝染」と「種子伝
染」の２パターンがあると考えられており、発芽後の比
較的早い段階（１～３葉期頃）に感染するとされています。
その後は穂に症状が出るまで外観から感染はわかりませ
ん。また、同一株内のすべての穂が発病するとも限りま
せん。
　発病が確認されたほ場については廃耕が基本となり、
「周辺に胞子を飛散させない・被害を拡散させない」とい
う観点から、麦稈はほ場外に持ち出さずに深く反転して
すき込み、使用した機械の洗浄を徹底します。また、土
壌感染による再発防止のため、数年間は他作物への輪作
が必須となります。

写真１　草丈の違い 写真２　穂外観の違い 写真３　子実外観の違い

↑健全子実　　　　　　　　　↑発病子実
≪感染経路のイメージ図≫
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たいせつ　ＨＯＴ　ニュース

　毎年、職員の法令等を遵守する意識向上や不祥事防止のための内部統制確立を目指して開催している
「コンプライアンス職員研修会」を業務終了後、常勤役員２名、
職員 80 名参加で実施しました。
　開会にあたり松原組合長より「たいせつ農協誕生から約
15 年間、信用を失墜させるような不祥事等による事故は発
生していないし、今後も無いと信じている。」と挨拶をいた
だき、前段伊藤内部監査課長から不祥事発生のメカニズムに
ついて資料説明があり、その後コンプライアンス研修用ＤＶ
Ｄ「①ギャンブル依存症による現金着服」と「②飲酒運転が
引き起こす重大な事故」を鑑賞し、それぞれが自分の身に置
き換え、企業不正を働くと必ず恐ろしい結果が待っていると
改めてモラルを認識し研修を終了しました。

８月 22 日（火）　コンプライアンス職員研修会開催

　たいせつ農協年金友の会では、東鷹栖・鷹栖両地区の合同行事としてパークゴルフ大会を鷹栖町丸山
パークゴルフ場にて 71 名の参加により開催しました。
　当日は朝から小雨が降りだす難しいコンディションでしたが、松原組合長、山原専務からの激励を受
け大会が始まりました。
　プレー開始後は雨も徐々に弱まり途中からは着ていたレインウェアを脱ぎ出すほどの好天気の中プ
レーを楽しみました。参加者皆さんの日頃の練習の成果もあり、９名の方がホールイワンを出す素晴ら
しいショットが多い大会となりました。
　スコアも71名中19名が100を切り、同点スコアも多数おり、１打を争う素晴らしい成績となりました。
　大会結果は次のとおりです。（スコアはハンデを含んで
います）

男性の部
優　勝　　山崎　　怜さん（スコア８９）
準優勝　　木下　　勇さん（スコア９０）
３　位　　原　　隆幸さん（スコア９０）
女性の部
優　勝　　井上　順子さん（スコア９９）
準優勝　　坂本　悦子さん（スコア１０２）　　　
３　位　　古川　厚子さん（スコア１０２）

８月５日（土）　たいせつ農協年金友の会合同パークゴルフ大会開催

　ホクレン北海道中央家畜市場（旭川市東鷹栖）において第 59 回上川管内総合家畜共進会「乳用牛の部」
が開催されました。
　上川管内全体より約 50 頭の出品があった中、ＪＡたいせつからも 45 区加藤孝志さんより計６頭が出
品、日頃の改良の成果を競いました。
　各クラスとも大変レベルの高い牛が揃い体型や資質が競われた中、加藤孝志さん出品の『グリーン

ハイツ　レジーニア　チャッ
ピー』が未経産ジュニアミドル
クラスで１位を獲得、さらに『グ
リーンハイツ　レジーニア　マ
リーン』が未経産ジュニアクラ
スで１位並びにジュニアクラス
のリザーブチャンピオンを獲得
されるなど、輝かしい成績を残
されました。

８月 19 日（土）　第 59 回上川管内総合家畜共進会開催
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Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

８
月
４
日
、
札
幌
に
て
「
全
道
Ｌ
Ａ
・
ス
マ
サ

ポ
大
会
」
を
開
催
し
、
全
道
Ｊ
Ａ
の
中
か
ら
、
平

成
28
年
度
普
及
活
動
で
優
秀
成
績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ

38
名
と
、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
11
名
が
登
壇
し
、

表
彰
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
と
「
あ
ん

し
ん
チ
ェ
ッ
ク
（
保
障
点
検

活
動
）」
の
実
践
を
通
じ
て
、

組
合
員
・
地
域
利
用
者
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
、
「
安
心
」

と
「
満
足
」
の
提
供
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す

ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り

ま
す
。
年
３
回
発
行
し
て
お

り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情

報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

ホ
ク
レ
ン

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を
活
用
し
た
生
産
者

向
け
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「
ホ
ク
レ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
生
産
者

の
皆
様
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品

の
情
報
、
生
産
資
材
（
飼
料
や
農
薬
な

ど
）
価
格
、
ス
マ
ー
ト
農
業
情
報
な
ど
の
営
農
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
生
産
者
の
皆
様
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
（http://hokuren-news.

jp/

）
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

８
月
に
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
た
『
旬

食
カ
レ
ッ
ジ
in
旭
川
「
収
穫
・
料
理
教
室
」
』
を

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か
わ
の
協
力
を
受
け
開
催
し
ま
し

た
。

　

大
根
の
収
穫
体
験
、
収
穫
し
た
大

根
を
使
っ
た
料
理
教
室
、
農
業
者
に

よ
る
講
演
等
を
実
施
す
る
な
ど
、「
食

材
が
畑
か
ら
食
卓
に
並
ぶ
ま
で
」
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
・
食
の

大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

に
は
、
「
農
家
を
身
近
に
感
じ
た
」
「
ま
た
参
加
し

た
い
」
な
ど
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

昨
年
12
月
の
「
農
協
改
革
」
に
関

す
る
組
合
員
向
け
資
料
に
引
き
続
き
「
准
組
合
員

制
度
」
に
つ
い
て
の
組
合
員
向
け
資
料
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

准
組
合
員
利
用
規
制
に
関
し
て
、
農
林
水
産
省

が
結
論
を
出
す
期
限
の
平
成
33
年
３
月
末
が
迫
る

中
、
准
組
合
員
利
用
規
制
が
及
ぼ
す
影
響
を
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
の
活
用
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
資

料
は
、
准
組
合
員
制
度
の
成
り
立
ち
や
准
組
合
員

が
地
域
を
支
え
る
実
態
、
規
制
改
革
推
進
会
議
が

准
組
合
員
利
用
規
制
を
迫
る
背
景
な
ど
を
、
平
易

な
対
話
形
式
に
よ
り
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
中
央

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
資
料
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時

々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期

的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑登録は　
こちらから
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「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
み

農薬の返品について
　病害虫防除終了後の農薬につきましては、９月15日 ( 金 ) までの返品をお願いいたします。
　これから使用される農薬につきましては、使用終了後の返品で構いません。
※�有効期限が過ぎている物や汚泥品、破損・開封済み等の農薬につきましては、返品を受けることが出来ませ
んので予めご了承ください。

毒劇物の購入の際には、必ず印鑑をご持参頂きますようお願いいたします。
　皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

生産資材係　本所 ☎57-2357
支所 ☎87-4111

第５回 法律相談日のご案内
　ＪＡでは農地転売や売買に関する法律問題・相続に関する法律問題を主に日常における法律問題も含
めて、弁護士のアドバイスをいただくため相談日を設けましたので、お気軽にご利用ください。

相談日時　平成29年９月22日（金）　午後3時から午後5時

相談場所　本所事務所　２Ｆ研修室　　　　　　　　　　　　　

弁 護 士　田代 耕平 氏（札幌総合法律事務所）　　　　　　　　

お問い合わせ先　本所　営農部営農支援課　　　　☎57-2357
　　　　　　　　支所　鷹栖支所営農施設課　　　☎87-4111

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
一
日
第
六

回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
九
年
度
固
定
資
産
取
得

に
つ
い
て

　

固
定
資
産
四
件
、
リ
ー
ス
一
件
の

取
得
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

二
、
鷹
栖
給
油
所
コ
イ
ン
洗
車
機
工
事

用
地
取
得
に
向
け
た
測
量
業
務
の
開

始
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
定
款
第
五
十
七
条
三
項
に
よ
る
組

合
と
理
事
の
契
約
承
認
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
鷹
栖
町
環
境
審
議
会
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

　

小
野
寺
理
事
を
推
薦
す
る
事
が
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
八
月
十
九
日
開
催
さ
れ

る
事
が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
平
成
三
十
年
度
職
員
採
用
計
画
に

つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

監
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
九
年
七
月
十
四
日
第
四
回

監
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議

し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
基
準
及
び
監
事
監

査
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　

原
案
の
通
り
改
正
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

８
月

８
月
１
日	
企
画
会
議

８
月
５
日	

年
金
友
の
会
合
同
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

８
月
19
日	

第
９
回
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
月
22
日	

職
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会

８
月
30
日	

第
７
回
理
事
会

2017/９
月
号
　
第
175号
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